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1静岡県立大学　中村順行

神　農

西暦500年前後に陶弘景
(452-536)がまとめた『神農
本草経』に「神農嘗百草、日
遇七十二毒、得荼而解之
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　茶は各地域において時代の要請とともに各種各様の茶が作られてきました

①茶は身体衰弱、意志消沈のときは、　　
　 気力を強くする。
②茶は人を愉快な気持ちにさせ、酒の酔
    いを醒まし、睡気を起こさない。
③茶は小便の通じが良く、喉の渇きをと　
　　りさり、消化不良をなくす。
④茶は身を軽くし、脚気によい。
⑤茶は精神を整え、内臓を和らげ、身体
    の疲労をやすらかに除く。
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茶種の変遷

平安時代　　団茶　　　上流階級

鎌倉時代　　抹茶　　　武士、上流階級

江戸時代　　抹茶、煎茶、釜炒り茶　上流階級

　　　　　　　　番茶　　庶民　

明治時代　　煎茶、番茶　　

　　　　　　　　輸出用各種茶　　輸出用

現在　　　　　機械製煎茶　　　国内用
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煎茶  
 63.4% 

番茶  
24.8 % 

かぶせ茶  
4.8 % 

玉緑茶  
2.7 % 

てん茶  
1.2 % 

玉露  
0.2 % 

その他 
2.2 % 

日本における種類別茶種の比率
 

(2013)
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・茶種によっても化学成分含量が異なる
・旨味のもとであるアミノ酸は抹茶や玉露で多い
・タンニン（カテキン）は釜炒り茶や番茶で多い
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不溶性成分

　粗繊維、タンパク質、カロテン、ビタミンE、

　クロロフィル、その他

水溶性成分

カテキン,

 カフェイン,

 ポリサッカライド、

アミノ酸、

サポニン、

GABA、

ビタミンC、

ビタミンB、

など

水溶性成分
    35%
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25%

75%

水溶性成分

  ☆カテキン類(10～18%)；抗
　　　　酸化、抗菌、抗がん、生
　　　　活習慣病予防、消臭、抗　
　　　　アレルギーなど
　☆カフェイン(3～4%)；眠気防
　　　　止、強心、二日酔い防止
　☆フラボノール(0.6～0.7%)；
　　　　抗酸化、抗がん、免疫活
　　　　性
　☆ビタミンC(200mg%)；抗酸
　　　　化、免疫活性
　☆ビタミンB(1.4mg%)；抗酸
　　　　化、口内炎予防
　☆サポニン(0.1%）；抗喘息、
　　　　抗菌、血圧効果
　☆テアニン(0.6～2%)；リラッ
　　　　クス、血圧効果　　　　
　　　　　　　　　などなど

不溶性成分

  ☆食物繊維(20～30%)；
　　　便秘予防、大腸がん
　　　予防、心疾患予防
　☆たんぱく質(24%)；栄養
　☆βカロテン(20mg%)；
　　　抗酸化、抗がん、抗糖
　　　尿、抗心疾患、免疫活性
　☆ビタミンE(25～70mg%)；
　　　抗酸化、抗がん、免疫
　　　活性
　☆クロロフィル(0.80%)；
　　　がん予防、抗突然変
　　　異、抗腫瘍、免疫活性

茶はカテキンを始め多くの特異的な成分を含有し、それぞれ機能性を
もつため、その機能性を活かした商品も数多く開発されている
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表 茶の主要三次機能(機能性)成分の特性と用途  

成  分 機  能  性 用  途 

カテキン類 

抗酸化、抗突然変異、抗がん、コ
レステロール低下、血圧上昇抑
制、血糖上昇抑制、血小板凝集抑
制、抗菌、抗ウイルス、虫歯予防、
抗アレルギー、消臭 

食品酸化防止、抗
菌剤、脱臭剤、抗
虫歯剤など  

フラボノール 
毛細血管抵抗性増加、抗酸化、血
圧降下、消臭 

脱臭剤 

カフェイン 
中枢神経興奮、睡眠防止、強心、
利尿、抗喘息、代謝亢進 

眠気防止剤、感冒
剤、強心剤、アレ
ルギー軽減剤  

ビタミンＣ 抗壊血病、抗酸化、がん予防  酸化予防剤  

ビタミンＥ 抗酸化、がん予防、抗不妊 酸化防止剤  

γアミノ酪酸  血圧上昇抑制、抑圧性神経伝達  ギャバロン茶  

テアニン 
興奮抑制、リラックス効果、血圧
低下、脳・神経機能調節 

神経機能調節剤 
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カテキンなどによるDNA修復作用

 

がんの部位 リスク軽減あり リスク軽減なし リスク軽減あり リスク軽減なし

大腸 3 6 4 3
肺 0 4 2 3
胃 2 6 8 8
食道 0 2 4 5
乳房 3 5 3 0
前立腺 2 1 2 0
卵巣 1 0 2 0
すい臓 0 2 2 1
腎臓、膀胱 0 1 1 4
肝臓 1
子宮内膜 2 1
甲状腺 1 1
血液 1

前向きコホート研究 症例対照研究

データは、～緑茶と健康のメカニズム～ 機能効用ナビゲーション 2013 
(静岡県経済産業部農林業局茶業農産課) 

表１ がんと緑茶に関する疫学調査研究(伊勢村護) 

前向きコホート研究：
まだ病気になっていな
い人達を対象に調査し、
数年後の追跡で発病
を調査する方法

症例対照研究：
特定の病気が発症した
人を対象に、健常人と
の比較調査する方法

17
静岡県における市町村別がんSMR分布図
（1969～1982） 18
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カテキン：アミラー
ゼやグルコシラー
ゼ活性の阻害

１型糖尿病：脾臓のβ細胞の破壊によるインスリン欠
乏により、高血糖、糖尿病へと至る。
２型糖尿病：インスリンは存在するが、その分泌量
が減少し、筋肉、脂肪組織へのブドウ糖の取り込み
能が低下(インスリン抵抗性が増大)し、結果として血
中のグルコースが肝臓や脂肪組織でグリコーゲンと
して貯蔵されず、血中のグルコースが正常範囲を逸
脱して高い血糖値となり、糖尿病となる

境界型糖尿病患者への緑茶カテキン投与試験(空腹時
血糖値、投与量500㎎/日）

茶カテキンの血漿インスリン値に及ぼす恵お経(ヒト試験)

マクロファージは酸化LDLを際限なく食べ、泡沫細胞へと形質転換する。泡沫細胞はやがて壊死し、細胞
外に脂質や細胞片を残し、内膜に脂肪斑を形成する。これらが大きくなり、内皮細胞を破裂させ、そこに
血液凝固が起こり、血栓が形成され、それが完全に血管をふさぐと梗塞となる

成人男性の腕２カ所に、紫外線の一種UV-B波
を５分間、６日間照射 
２カ所のうち一方に照射前に毎回１%のカテキ
ン液を塗布
　（カテキン液＝エタノール水99g＋カテキン1g）
　（他方にはエタノール水のみを塗布） 

24



5

26

u

u

u

u

u

0 10 20 30 40 50 60

Theanine
(SHR)

Cont rol
(SHR)

Theanine
(Normal)

Cont rol
(Normal)

-△Mean Blood Pressure (mmHg)

Effect of theanine on mean blood pressure in normal and spontaneous 
hypertensive rats (SHR)

    (H. Yokogoshi, et al. Biosci. Biotechnol. Biochem. 59, 615-618 (1995)) 

（Japanese Green Tea，2001）
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図　脳線条体へのテアニン投与によるドーパミン放出量の増加
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図　　M5076胆がんマウスの肝転移に対するDOXの作用
とテアニンの併用効果（スコア　0：正常～５：75％以上）

図３　テアニンによる抗ストレス効果

ヒト試験による低カフェイン茶の
抗ストレス効果

図　低カフェイン茶の水出しによる成分浸出
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一次機能

ビタミン、ミネラルなど
の栄養成分

二次機能

味質、香りなど
の嗜好性成分

三次機能

生理活性成分
など

精神文化

茶の湯など

外部環境
ストレス

内部環境
ストレス

病気

老
化

X

茶
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表 茶の新需要の事例  

区 分  需 要 分 野 と 応 用 例  

茶 と し て 利

用  
水出し茶、各種発酵茶、新香味茶、ギャバロン茶、低カフェ
イン茶、濃縮茶、混合茶 など  

飲用・形態を

変えて利用  

ドリンク茶、ティバッグ、インスタントティ、粉末茶、微粉
末茶 (食用、即席飲用、酒割用 )、カード茶、錠剤茶、カプセ
ル茶、茶ワイン、緑茶酒、スポーツ飲料、カテキン粉末など  

食品・食用と

して利用  

☆ 形態を変えてそのまま食用として利用  
☆ 食品素材として利用  

「素材」「食品」「菓子類」「その他」健康補助食品  

飲 食 料 以 外

に利用  

☆ 衣料用など  
☆ 医療用  
☆ 化粧品、石鹸用など  
☆ 消臭剤、脱臭剤など  
☆ 日用品など  
☆ 建材、家具、家電用品など  
☆ 家畜、ペット用品  
☆ 植物活性用  
☆ その他  

 茶は飲用だけでなく、食品素材として、さらには機能性成分を活かした
様々な飲食料以外にも利用され、新しいビジネスを創造している
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☆お達者度が長い市町の
特徴は、運動習慣がある
人、大豆製品を食べる人、
緑茶を飲む人が多く、喫煙
経験がある人や肥満に該
当する人が少ない。

☆世代間の交流が多く、
二世帯以上の人が多い

☆
に

つながると考えらる。　　　
また、「緑茶」をよく飲む人
ほど、長生き。 

健康長寿の理由
・地場の食材が豊富で食生活が豊か 
・日ごろからたくさんお茶を飲む
・元気に働いている高齢者が多い 
・温暖な気候からくる穏やかな県民性 
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飲食料以外に利用　　　　　
～衣料、医療、化粧など～
衣料用；シーツ、タオル、シャツ、靴下、寝具、のれん　など
医療用；消臭シーツ、消臭カバー、紙おむつ、マスク　など
化粧品、石鹸用；化粧品、化粧水、スキンクリーム、洗顔
　　　　　　　　　　　パック、石鹸、シャンプー、リンス、入浴
　　　　　　　　　　　剤、歯磨き粉、虫歯予防剤　など

35

飲食料以外に利用　　　　　　　　　　
～消臭剤、脱臭剤、日用品など～
消臭、脱臭剤：トイレ用、冷蔵庫用、消臭スプレー、除菌シート等
日用品など：ノート、ティッシュ、トイレットペーパー、うちわ、スリッパ等
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飲食料以外に利用　　　　　　　　　　
～建材、家具、ペット用品、その他
～建材、家具、家電用品；塗料、ワックス、抗菌畳、空気清浄機、布団乾燥機
家畜、ペット用品；ペット用飼料、卵、豚、さなかの肉質改善、脱臭剤
その他；植物活性用、植物活力剤、土壌改良剤、酸化防止剤など


